
弊社では、提携先の医療機関にて、最新の測定機器を用いたDXA法による筋量の評価研究が実施可能です。

DXA法は骨粗鬆症の診断、治療において骨量・骨密度を測定するために使用されますが、同時に軟部組織
である筋肉量・脂肪量を定量することが可能です。
海外では、アスリートの身体組成（Body Composition）の評価に積極的に用いられています。
DXA法は精度が高く、低被爆であるため繰り返し施行ができます（胸部X線やCTよりは被曝が少ないとされ
ています）。また、体のパーツごとの体組成評価が可能です。

体脂肪率測定のゴールドスタンダートとされる水中体重法との相関も高く、現在広く用いられているイン
ピーダンス法と異なり、体水分の分布状態の影響を受けにくいとされています。

1.筋肉量の評価

 左腕、右腕、左脚、右脚、頭部、トランク*等、
部位ごとに評価が可能
*四肢、頭部を除いた体幹全体

 体組成の結果例
1. 脂肪量
2. 徐脂肪量+骨塩量（筋肉量）
3. トータル
4. 脂肪率
5. 脂肪量 等

 画像で視覚的な確認も可能
黄色：脂肪量
赤～紫：徐脂肪量
青：骨

2. 骨密度の評価

 DXA測定の結果例
骨面積、骨塩量、骨密度の測定が可能

 機器情報
HOLOGIC社
HorizonX線骨密度測定装置

スキャンタイプ：a Whole Body
Auto 全身骨ファンビーム
型式：Horizon A(S/N 308885M)
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※測定イメージ

※実際の測定時の動画（音声無し）
https://youtu.be/IcZDfDGJnOA
無断転用・転載はお控えください

https://youtu.be/IcZDfDGJnOA

